
 

学習成果 

本学は、建学の精神｢至誠、和敬、慈愛｣に基づき、｢これからの社会に役立つ、人間性

豊かな知性と教養ある人材の育成｣を教育理念としている。その教育理念を実現するた

めに、自ら学び努力していく姿勢と、強くしなやかな意志を育むことを基盤として、専

門的学習成果と汎用的学習成果の両面から学習成果を定めている。 

専門的学習成果（保育者としての学習成果）とは、保育及び教育に必要な専門的知識

・技術・技能を習得し、一人一人の最善の幸福を考え、倫理観を持って保育・教育を実

践する能力を身に付けることである。  

汎用的学習成果（社会人としての学習成果）とは、伝統文化、社会、自然についての

理解を深め、社会で生じる様々な問題や意見に向き合い、他者と協力し、科学的・論理

的に考え、積極的に解決に取り組むことが出来るようになることである。 

 

専門的学習成果（保育者としての学習成果） 

1. 子どもや特別な支援を要する人の発達特性や個性について学び、一人一人の最善の幸福を考

え、保育・教育および家庭支援を実践するための様々な知識・技術・技能を習得する。 

2. 子どもの｢生きる力｣を育むために、「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」の五領域

についての技術や技能を習得する。 

3. 保育者として子どもの人権を尊重し、倫理観を持って他者と協調すると共に、子どもの心身

の健康と安全に努めながら保育・教育に取り組むことができる。 

4. 獲得した知識・技能・態度を基礎として、継続的に向上心を持って学習することができる。 

5. 他国の人や文化を尊重しグローバルな視点で、子ども、職場、社会を捉え、保育・教育および

家庭支援について知識と理解を深めていく姿勢をつくる。 

 

汎用的学習成果（社会人としての学習成果） 

6. 文化、社会や自然に対する知識を豊かにし、多様な価値観や意見を理解し、自ら学んでいく。 

7. 読む、書く、聞く、話す能力をはじめ、情報を収集・分析する能力、数や量を理解する能力を

高め、他者と協働して新しい視点や発想、柔軟な方法で問題を解決することができる。 

8. 社会規範や職場のルールを理解し守り、様々な人々と協調して仕事や課題に積極的に取り組

み、実現へ向けて計画し、やり遂げる強い意志を獲得する。 


